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平成24年度 岩手県農業研究センター試験研究成果書 
区分 指導 題名 平成24年岩手県産水稲の生育経過の特徴と作柄・品質に影響した要因の解析 
［要約］本年は、水稲の活着はほぼ平年並みであったが、6月中旬頃の低温の影響により、生育が停滞し
た。その後の高温により出穂期は平年並みとなり成熟期はかなり早まった。登熟期は高温少雨下であった
が適正な追肥の実施により稲体活力を維持でき、玄米品質は良好となった。 
育苗期は高温により細菌病の発生は平年より多くなった。水田雑草では、高温多照により後発生したノビエ

等が多発した。 

キーワード 水稲 作柄 品質 
○技術部作物研究室、県北農業研究所作物研究室、 
環境部生産環境研究室・病理昆虫研究室 

1 背景とねらい 
本県の技術対応に資するため水稲生育経過と作柄・品質の成立要因を明らかにする。 

2 成果の内容 
(1)平成24年度の生育経過の特徴 
ア 育苗期は出芽期頃低温の影響でやや出芽揃いが遅れ、後半高温の影響により細菌病の発生
が多くなった。苗の草丈は長めで充実はやや劣った。移植後は、ほぼ平年並みの気温であっ
たが、早い移植では低温の影響また一部地域で強風により活着が遅れた。 
イ 茎数は、6 月中旬の低温により平年より少なくなった。6 月下旬以降気温が回復したため、
茎数は平年並みまで回復した。 
ウ 草丈は、6月中旬の低温によりかなり短く経過し、その後、回復したものの、稈長は平年よ
り短めとなった。しかし、登熟期の高温による急激な茎葉水分低下が一因と考えられる倒伏
が多く見られた。 
エ 稲体窒素濃度は、6月下旬にはやや低かったが、幼穂形成期には平年並に回復し、その後適
正に追肥が行われた水稲では、出穂期以降も平年並みで経過した。 
オ 出穂期はほぼ平年並みで、登熟期の高温により成熟期はかなり早まった。一部ほ場では用
水の不足による枯れ上がりが見られた。 
カ 葉いもち、穂いもちの被害は、6月は低温・8月以降高温少雨に経過し、防除も徹底された
ため少なかった。 
キ 斑点米カメムシ類は、8月中旬以降の高温により 9月以降の発生がやや多くなったため、割
れ籾が多いところでは被害を助長した。 
ク 水田雑草では、水稲の初期生育の遅れにより、田面の被覆程度が小さく、6月下旬からの収
穫直前までの日射量も過去 15年で最大であったことから、ノビエ等の後発生雑草が繁茂した。 

(2)平成 24年度の収量及び収量構成要素と特徴 
 穂数は平年よりやや多、一穂籾数がやや少、㎡当たり籾数は平年並であった。登熟歩合は良
好で、粒厚は厚かったものの 1.9mm篩調製の玄米千粒重はほぼ平年並、精玄米重はやや上回っ
た。作況指数は県全体で「105」(12/7公表)のやや良である。 
(3)平成 24年度の玄米品質と特徴 

うるち玄米の１等米比率は 93.8%（昨年同期 94.1％）と高く、全国第 2 位の高品質を確保し
ている（H24.12 月末現在）。２等以下に格付けされた主な理由はｶﾒﾑｼ着色で、比率は 56.3％（総
検査数量に対する割合は 3.5％）である。登熟期の気温経過は平成 22、23 年に類似しているが
（図１）、登熟期後半の気温は観測史上最高であった。幼穂形成期追肥実施により稲体窒素濃度
が適正に維持され、登熟に寄与する非構造性炭水化物（NSC）の蓄積が多かったことから、高
温少雨にかかわらず玄米品質は良好となった。しかし、稲体窒素濃度が低すぎた場合は、後半
の登熟が劣り品質が低下した。また、登熟期の高温少雨により、もち品種を中心に玄米水分が
低下し胴割粒の発生を助長した。 
(4)次年度以降の主な対策 
ア ノビエが多発した水田では、葉齢進展が早まるため、早めの除草剤処理が必要である。 
イ 高温登熟年は、玄米品質の低下を防ぐため適正な追肥を実施し、適期刈取を一層徹底する。 
3 成果活用上の留意事項  全県を対象とした解析であり、各地域の実態と異なる場合がある。 
4 成果の活用方法等  
(1)適用地帯又は対象者等 県下全域 
（2）期待する活用効果 水稲の生育と作柄・品質の成立要因を明らかにし今後の技術対策に資する。 
5 当該事項に係る試験研究課題 (805-3000)水稲作柄成立要因の解析〔 H14-H25、県単 〕 
6 研究担当者 日影勝幸、高橋智宏、大里達朗 〔ﾃﾞｰﾀ提供：中央農業改良普及ｾﾝﾀｰ・病害虫防除所〕 
7 参考資料・文献 
(1) 平成24年産水稲の作付面積および予想収穫量（東北） 東北農政局統計部． 
(2) 平成24年産米の検査結果（速報値）（岩手）（平成24年12月末日現在）東北農政局盛岡地域ｾﾝﾀｰ． 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔図 1〕生育ステージ別平均気温平年(1981-2010平均)差 
               （H9～H24 ｱﾒﾀﾞｽ北上） 
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 降雹(5/28、二戸地域) 

 育苗期の病害    
（病害虫防除所調べ） 
 
苗立枯病：並 
細菌病：多(被害 145ha) 
(↑出芽遅＋5月上旬高温) 

ばか苗病：前年並に多 

【作柄・品質】(東北農政局)
◎作況指数(H24.12.7発表) 
       ( )内平年単収 
  県全体: 105 (533kg/10a) 
    上流: 104 (557kg/10a) 
    下流: 105 (530kg/10a) 
    東部: 107 (481kg/10a) 
    北部: 107 (494kg/10a) 
◎１等米比率(H24.12月末現在) 
 粳：93.8％(23年産同期 94.1%) 
 糯：68.2％(23年産同期 79.1%) 
《品種別１等米比率(%)》 

   ひとめぼれ    94.3% 
   あきたこまち  93.3% 
   いわてっこ    94.9% 
  どんぴしゃり  90.8% 
   ヒメノモチ   73.0% 
《主な落等理由 H24.11末現在》 
 粳：①ｶﾒﾑｼ着色   57.7% 
    ②心白・腹白 21.7% 

    ③胴割粒    5.9% 
  糯：①胴割粒   62.0% 
    ②ｶﾒﾑｼ着色  19.1% 
    ③充実度     3.5% 

3～4 月降水量多、3～4月上旬降雪 乾土効果小 

→窒素発現少 

 初期分げつ  
5 月下～6月初旬好天 

→初期分げつ良好 

 初期害虫    
 （病害虫防除所調べ） 
 
ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ：やや多 
  (←越冬量がやや多) 

ｲﾈｸﾋﾞﾎｿﾊﾑｼ：少 
(←降水量少) 

ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ：少 
（効果の高い剤→発生少） 

 ｶﾒﾑｼ類  （病害虫防除所調べ）
発生時期：並 
発生ほ場率：8月下旬まではやや低い
      →8月中旬以降高温 

→9月以降やや高い 
 参考  (病害虫防除所調べ)

【葉いもち被害面積】 
〔発生量：やや少〕469ha 
【穂いもち被害面積】 
〔発生量：少〕919ha 
【紋枯病被害面積】 
〔発生量：並〕2330 ha 
【ばか苗病被害面積】 
〔発生量：少〕0 ha 
【稲こうじ病被害面積】 
〔発生量：少〕77 ha 

【ｶﾒﾑｼ類(斑点米)】 
 （病害虫防除所調べ） 

全県的に発生ほ場率：高
〔発生面積〕15,573 ha 
〔被害面積〕 7,792 ha 

 活着   
気温：並(5月第3半旬低) 

→並（早植えでやや劣） 

 分げつ盛期  
6月中旬:低温・寡照
→分げつ停滞 
→草丈伸長鈍化

 栄養状態(幼形期)  
葉色：並 

乾物重：やや少～並 

稲窒素濃度：並 

稲窒素吸収量：並 

土壌窒素：並 

 栄養状態(6月下旬) （診断ほ） 
葉色：やや淡(SPAD値-1.9) 

乾物重：少(87%) 

稲窒素濃度：並～やや低(-0.3%pt)

稲窒素吸収量：少(79%) 

土壌窒素：並(-0.1mg/100g)

 籾殻大きさ 
「やや大」 
ひとめぼれ 106% 
幅:109%*長:97% 
あきたこまち106%
幅:101%*長:104% 
いわてっこ 105% 
幅:105%*長:99% 

 出穂・開花  
平年並穂揃い並 

【成熟期】(生育診断ほ) 
成熟期：早 9/15(-6日) 
登熟期間：短・40日間(-6日) 
稈長：やや短 (-2.3cm) 
穂長：並 (+0.1cm) 
倒伏程度(1-5)：0.8（平年+0.4） 
㎡穂数：やや多 (105％） 
一穂籾数：やや少（93％） 
㎡ 籾 数：並～やや少（96％） 
登熟歩合：やや良（103％） 
千粒重：並（100％） 
 粒厚：やや厚 
 1.9mm精玄米重：やや多（104％）

 登 熟  
・登熟前半気温 
やや高→登熟良 
・登熟後半 
かなり高温・少雨
→登熟かなり早 
→稲体水分低下 
(倒伏を助長) 

 次年度以降の対策（今年度の作柄解析から）    

◎育苗→種子予措では浸種温度に注意し基本技術を徹底するとともに、育苗では高温に注意し病害の発生を防ぐ。 
◎雑草防除→H24ノビエ多発田では雑草の葉齢進展が早まるため、例年より早めの除草剤散布を行う。また、畦畔補修、丁寧

な代かきを行い、処理時および処理後の水管理には細心の注意を払う必要がある。 
◎窒素追肥→高温登熟年は、窒素施肥量不足で白未熟粒が発生しやすいことから、幼穂形成期の適正追肥につとめる。 
◎刈取時期→登熟期に高温・少雨の場合は、刈遅れにより胴割粒が増えることから、適期内での早めの収穫を心掛ける。 

 栄養状態(穂揃期)   

・稲窒素濃度：並 

・稲窒素吸収量：やや多 

・非構造性炭水化物（NSC） 

含有率：やや高 

（籾当たり NSC 量：多） 

→登熟寄与・品質低下抑制 

台風 17 号による大雨
(10/1、普代127.0mm) 

大雨(8/18) 
滝沢 72.0mm/日 

大雨(5/3-4) 
釜石221.5mm(5/3) 
    129.0mm(5/4) 

強風(4/3-4) 
最大風速16.8m/s

（岩泉4/4） 

※生育診断ほ・定期報告H19-23平均差

適正追肥
窒素 1.5～2.0kg/10a 

 生育期の病害  (病害虫防除所調べ） 
ばか苗：少 
(生物農薬・温湯消毒使用地帯で多) 
(化学合成農薬使用地帯で少) 
 
葉いもち:やや少←前年伝染源量少・6月低温
穂いもち：少 ←葉いもちやや少、少雨 
紋枯病：並←7月下旬～9月上旬少雨 
 (県北・沿岸部：9月上旬の多雨で進展) 

降雹(5/6) 
八幡平市・雫石町の農業用施設被害 【梅雨入り(6/9頃)→梅雨明け(7/26  頃)】 

【成熟期】 
〔県全体〕9/15 
 やや早（－6日）
北上川上流：9/15 
北上川下流：9/14 
東   部：9/18 
北   部：9/18 

移植期 分げつ期 最高分げつ期 幼穂形成期 減数分裂期 出穂期 成熟期 

【登熟期】 
 全般に登熟良好 

〔登熟前半〕 

登熟：やや早 

〔登熟後半〕 

 登熟：早 

【播種期】 
〔県全体〕遅 4/17(＋2) 
北上川上流：4/21 
北上川下流：4/15 
東   部：4/16 
北   部：4/20 

【移植期】 
〔県全体〕5/18 
やや遅(+3日) 

北上川上流：5/20 
北上川下流：5/17 
東   部：5/18 
北   部：5/24 

【幼穂形成期】
〔県全体〕7/15 
やや遅（+3日）

【減数分裂期】
〔県全体〕7/29 
 やや遅（+3日）

【出穂期】 
〔県全体〕8/6 
並(±0日) 

北上川上流：8/7 
北上川下流：8/5 
東   部：8/8 
北   部：8/11 

【分げつ期】
〔7/10調査〕 
草丈：短 
（-10.8cm）
茎数：やや多

(110%）
葉齢：やや遅

(-0.5葉)

【分げつ期】
〔6/25調査〕 
草丈：やや短

(-2.4cm)
茎数：やや少

( 96%) 
葉齢：やや遅
   (-0.6葉)

【分げつ期】
〔6/15調査〕 
草丈：並 

(±0.0cm) 
茎数：やや多 

(104%) 
葉齢：やや遅

(-0.3葉）

【刈取期】 
〔県全体〕10/2 
  やや早(-2日) 
北上川上流：10/1 
北上川下流：10/2 
東   部：9/30 
北   部：10/3 4月下旬の天候不順 

→耕起作業遅れ 

播種期 

〔図 1〕生育ステージ別平均気温平年(1981-2010平均)差 
               （H9～H24 ｱﾒﾀﾞｽ北上） 

 割れ籾  
ひとめぼれ：並～やや少 
あきたこまち：やや多 
 （出穂 35日頃から増加） 
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降雹(6/4、一関地域) 

降雹(6/6、花巻北上地域) 

台風 4号通過(6/20) 大雨(7/16) 
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 雑草   ﾉﾋﾞｴ・ﾎﾀﾙｲ残草多 
・気温変動大→雑草の発生期間長 
・6月下旬～9月上旬の日射量多 
 （＋7月上旬の稲の生育量少） 
  →ﾉﾋﾞｴ生育量大 

 浸種  4 月上旬低温→出芽遅→過保護  育苗  5 月高温 

7～9月日射量 多 

ひとめぼれで頂部加害 
その他の品種：側部加害 

(病害虫防除所調べ） 

大雨(9/5-6) 
県北・沿岸部 

大雨(9/13)
県北・沿岸部 

 千粒重・粒厚  
千粒重：並 
粒厚：やや厚 
 玄米品質  
登熟中後期高温・少雨
→稲体の消耗大・水分低下

→白未熟粒・胴割粒発生 

（窒素濃度が低い場合） 

 食味関連成分  
ｱﾐﾛｰｽ・ﾀﾝﾊﾟｸ質：やや低 

浸種 

記録的高温・多照 

表１　品種別作付け面積（％）　(農産園芸課まとめ)

比率 面積 比率
(ha) (％) (ha) (％)

ひとめぼれ 36,812 70.3 34,929 64.1
あきたこまち 7,857 15.0 9,710 17.8
いわてっこ 3,694 7.1 3,662 6.7
どんぴしゃり 686 1.2 974 1.8
かけはし 182 0.3 759 1.4
ササニシキ 182 0.3 315 0.6
ヒメノモチ 1,704 3.3 2,218 4.1
その他品種 1,525 2.5 1,933 3.5

平成23年
品種名

平成２4年

田面の被覆程度小 




